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1 P141
近年は、ゲリラ豪雨や竜巻等の突発的発生の増
加や、台風の強大化等により、風水害が増加す
る傾向にあります。

近年は、ゲリラ豪雨や竜巻等の突発的発生の増
加や、台風の強大化等により、風水害が増加す
る傾向にあります。2021年７月に熱海市で発生
した土石流災害では、多くの人的･物的被害をも
たらしました。

7月に発生した熱海災害を踏まえて追記
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また、研修・訓練の実施により、医療資源需給
調整を行う災害医療コーディネーター、医薬品
等や薬剤師の確保・調整を行う災害薬事コー
ディネーター等の関係機関との連携体制の強化
を推進します。

また、研修・訓練の実施や連絡会議の開催によ
り、救護活動を担うＤＭＡＴやＪＭＡＴ等の医
療チーム、医療資源需給調整を行う災害医療
コーディネーター、医薬品等や薬剤師の確保・
調整を行う災害薬事コーディネーター等の関係
機関との連携体制の強化を推進します。
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被災者に対する感染症のまん延防止、衛生指
導、口腔ケア、メンタルヘルスケアを適切に行
うため、医療チームと、保健師等による健康支
援活動の連携体制整備により、災害時の健康管
理体制を強化します。

被災者に対する感染症のまん延防止、衛生指
導、口腔ケア、メンタルヘルスケアを適切に行
うため、ＪＭＡＴ等の医療チームと、保健師等
による健康支援活動の連携体制整備により、災
害時の健康管理体制を強化します。

4 P149 ー

急性期以降、状況に応じてＤＭＡＴ等の医療
チームから、現地調整本部の指揮下で活動を行
うチームにスムーズに移行できるよう、訓練等
を通じ、関係団体との連携体制の強化を推進し
ます。

7月に発生した熱海災害を踏まえ、急性期以降に
活動する医療チームの指揮命令系統について追
記
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